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日本に先行してマイナス金利をした欧州で「貯蓄から投資へ」の流れ 

日本銀行のマイナス金利政策(2016 年 1 月 29 日発表、2 月 16 日適用)を受け、短期金利の指標である無担保

コール翌日物加重平均金利は 2 月 17 日以降マイナスを続け(*3 営業日以上連続は史上初)、中長期金利の指

標である国債利回りが残存 10 年前後までマイナスとなっている(日銀のマイナス金利…2 月 8 日付日本版 ISA

の道 その 130～URL は後述[参考ホームページ)。 個人及び自治体が買える新窓販国債は募集を中止し(*個人

向け国債は下限の 0.05%で可～URL は後述[参考ホームページ)、MMF は受け付けを停止し、預金の金利は過去

最低の 0.001～0.01%前後に下がった。 海外の国債に目を転じても、欧州ではマイナス金利政策がスウェーデン

(2009 年 7 月 8 日～2010 年 9 月 7 日、2014 年 7 月 9 日～現在)、デンマーク(2012 年 7 月 6 日～2014 年 4 月

24 日、2016 年 1 月 8 日～現在)、欧州中央銀行/ECB(2014 年 6 月 5 日～現在)、スイス(2014 年 12 月 18 日～

現在)と、日本よりも先行しており、日本以上の大きなマイナス国債利回りも少なくない。 米国では利上げ(2015 年

12 月 16 日)にもかかわらず、中長期国債利回りは低下傾向で、残存 10 年でも現在 1%台だ(*史上最低利回りは

2012 年 7 月 24 日の 1.388%)。 円も 2015 年後半より上昇傾向で、株式も世界的に下落傾向にある。 

 

       

先進国の政策金利と国債利回り … マイナス。
*先進国…ブルームバーグ「世界の国債利回り」における「先進国」。

政策金利(下限等) 政策金利(中心･参考) 政策金利(上限等) 1年 2年 3年 5年 7年 10年 20年 30年
日本(G7) -0.100 -0.001 0.100 -0.191 -0.205 -0.208 -0.194 -0.191 -0.049 0.418 0.697
米国(G7)※1 - 0.500 1.000 0.652 0.862 1.026 1.374 1.679 1.874 - 2.695
英国(G7、EU･非ユーロ圏) - 0.500 - 0.402 0.466 0.633 0.879 1.254 1.483 2.201 2.354
フランス(G7、EU･ユーロ圏) -0.300 0.050 0.300 -0.453 -0.435 -0.369 -0.173 0.079 0.579 1.296 1.631
ドイツ(G7、EU･ユーロ圏) -0.300 0.050 0.300 -0.527 -0.542 -0.512 -0.345 -0.177 0.237 0.727 1.000
イタリア(G7、EU･ユーロ圏) -0.300 0.050 0.300 -0.081 -0.058 0.015 0.389 0.852 1.460 2.229 2.638
カナダ(G7) - 0.500 2.700 0.518 0.522 0.528 0.691 0.882 1.248 2.036 2.064
オーストラリア - 2.000 - 1.952 1.927 1.903 2.083 2.346 2.552 3.123 -
ニュージーランド - 2.500 - - 2.234 2.307 2.492 2.681 3.051 - -
スウェーデン(EU･非ユーロ圏) -1.250 -0.500 0.250 - -0.616 - -0.086 0.175 0.536 1.332 -
デンマーク(EU･非ユーロ圏) -0.650 0.000 0.050 - -0.333 - -0.045 - 0.550 - 1.120
ノルウェー(非EU･非ユーロ圏) - 0.750 - 0.471 - 0.515 0.804 1.044 1.385 - -
フィンランド(EU･ユーロ圏) -0.300 0.050 0.300 -0.470 -0.472 -0.425 -0.231 -0.008 0.505 - 1.229
スイス(非EU･非ユーロ圏) -0.800 -0.750 0.500 -1.094 -1.110 -1.074 -0.877 -0.693 -0.408 0.007 0.179
オーストリア(EU･ユーロ圏) -0.300 0.050 0.300 -0.434 -0.465 -0.361 -0.267 0.050 0.521 1.238 1.475
ベルギー(EU･ユーロ圏) -0.300 0.050 0.300 -0.453 -0.451 -0.401 -0.239 0.042 0.697 1.282 1.631
オランダ(EU･ユーロ圏) -0.300 0.050 0.300 - -0.500 -0.459 -0.329 -0.080 0.376 0.949 1.129
アイルランド(EU･ユーロ圏) -0.300 0.050 0.300 - -0.323 -0.217 0.020 0.426 0.942 - 1.933
ポルトガル(EU･ユーロ圏) -0.300 0.050 0.300 0.062 0.591 1.118 1.859 2.287 3.075 3.832 3.994
ギリシャ(EU･ユーロ圏) -0.300 0.050 0.300 - 10.328 11.670 - - 9.559 8.655 -
スペイン(EU･ユーロ圏) -0.300 0.050 0.300 -0.084 -0.009 0.117 0.450 1.027 1.557 2.531 2.761
アイスランド(非EU･非ユーロ圏) - 6.500 - 5.797 5.905 - 5.886 - 5.875 - -
香港 - 0.750 - 0.333 0.643 0.858 1.053 1.185 1.334 - -
シンガポール - 0.080 - 1.029 0.982 - 1.754 - 2.166 2.643 2.778
イスラエル - 0.100 - 0.110 0.140 0.180 0.630 - 1.800 - 2.870
G7平均(欠落は除く) -0.250 0.236 0.783 0.046 0.087 0.159 0.374 0.625 0.976 1.485 1.868
25カ国平均(欠落は除く) -0.407 0.539 0.465 0.397 0.795 0.802 0.732 0.743 1.716 2.156 1.899
(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信株式会社商品企画部が作成)
※1: 米国の政策金利(中心･参考)…短期金利の指標であるフェデラルファンド/FF金利の誘導目標の事で、正確には2015年12月16日より0.25～0.50%のレンジ。

2016年3月4日

 
 
この様な環境下、銀行や生保など機関投資家は、投資先多様化、リスク資産投資強化の検討を急務としている。 

リスク資産に不安はあるかと思われるが、日本に先行してマイナス金利をした欧州では、マイナス金利開始後しば

らくは国内債ファンドやヘッジ付き外債ファンドのリターンが高い事で預金や国債などの低リスク資金が向かった。 

しかしマイナス金利開始後半年から 10 カ月後(*ユーロ圏が 2014 年 6 月から 9～10 カ月後で、スウェーデンが

2014 年 7 月から 7～8 カ月後、スイスが 2014 年 12 月から半年後)の 2015 年 3 月～6 月頃には、欧州全般で不

動産株(含む REIT)や中小型株のリターンが大きく回復、国内債ファンド等からの資金が向かった。 欧州ではこの

様に、日銀も期待する「貯蓄から投資へ」の流れが起きつつある。 日本でも期待される。 

【投信調査コラム】

日本版ＩＳＡの道 その134  ２０１6年3月7日

情報提供資料

※三菱UFJ国際投信がお届けする、日本版ISAに関する情報を発信するコラムです。 

マイナス金利により、投資家による投資先多様化、

リスク資産投資強化の検討が急務となる中、個人

投資家に参考となる投信及びNISAの最新投資先
商品企画部  松尾 健治 

窪田 真美 
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マイナス金利を受けて、銀行や生保など機関投資家が投資先多様化、リスク資産投資強化を検討する中、個人

投資家はどうだろう。 2016 年 3 月 2 日付日本経済新聞朝刊には、読者を対象として 2 月に実施した日経生活

モニター調査結果が報じられていた。 そこに｢資産運用の見直しに『着手した』との回答は 11%、『着手していない

が、必要性を感じる』とした人は 53%だった。｣とあった(URL は後述[参考ホームページ]）。 具体的な見直し策で

は、｢銀行預金や国債などの『元本の安全性が高い商品を増やす』が 25%。 株式や投資信託など『リスク性資産

を増やす』は 21%だった。 『当面は様子見だが、将来に向けて情報収集する』は 54%と過半を占めた。｣とあった

(URL は後述[参考ホームページ]）。  こうした個人投資家の為、過半数を占める｢将来に向けて情報収集する｣

人の為、投信及び NISA でどの様なものに投資されてきたかを見て、個人投資家による投資先多様化、リスク資

産投資強化の参考にしてほしいものである。 

 

既存投資家の人気は日本株・REIT・グローバル株が 4 ヶ月連続トップ 3! 
NISA で何が買われたかを見るにあたり、当コラムでは、投資家を既存投資家と投資の未経験者層(新規投資家)

とに分け、前者の既存投資家は投信全体の動向で代替、後者の未経験者層(新規投資家)は NISA 向けファンド

(後述※1 参照)で代替している。 まず既存投資家を示す投信全体の純設定(推計)は、2 月は+1705 億円と、前

年 2015 年 12 月や前月 2016 年 1 月（それぞれ+7000 億円程度）から鈍化しながらも 15 カ月連続純流入だった。 

年末年始は NISA の未使用分の駆け込み投資や新年の新しい投資枠を使った投資が含まれると考えられる

（2016 年 1 月は主要証券 10 社の NISA 口座買付額が 3493 億円と月間で過去最高だった。2016 年 2 月 29 日

付日本版 ISA の道 その 133 参照～URL は後述[参考ホームページ]）。 

 

    

日本籍 国内投信の純設定(推計)の推移

( 2011年10月31日 ～ 、月次データ)

*国内投信… 単位型及び追加型投信(ETFとMMF等日々決算型を除く)

イ ンデックス…TOPIXと米ドル(対円相場)、シティ世界国債イ ンデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)。

 純設定(単位: 百万円) インデックス(開始時点＝100)
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(出所:ﾌﾞﾙｰﾑﾊﾞｰｸﾞ､Ibbotsonより三菱UFJ国際投信株式会社商品企画部が作成)

純設定 TOPIX 米ドル(対円相場) シティ世界国債インデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)

TOPIX

米ドル
(対円相場)

シティ世界国債インデックス
(日本含む、円換算･ヘッジなし)

日本の国内投信
月次･純設定

→NISA開始

 
 

投資対象(主要分類)別で見よう。 次頁グラフに示される通り、2016 年 2 月に最も純設定の大きかったのは、日本

株、不動産セクター株(REIT)、グローバル株、次いでアセットアロケーション慎重型、その他オルタナティブである

(*主要分類…モーニングスタ－分類で 2015 年 12 月末の純資産の大きい上位 5 分類～アセットアロケーションと

その他オルタナティブは｢その他｣に含まれる)。 1～3 位の順位は入れ替わるものの、同 3 分類が 1～3 位である

のは 4 カ月連続となっている。  また、2 月は日本株や REIT などが前月比で純設定を減らす一方、アセットアロ

ケーション慎重型やアセットアロケーション標準型、商品などは前月比で純設定が増加した（これらは次頁グラフの

｢その他｣に含まれる）。  
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日本株の純設定は 2014 年（1～12 月）に-6000 億円強の純流出、2015 年（1～12 月）は+2.2 兆円弱の純流入

（全 31 分類中 2 位）と大きく回復、2016 年 2 月は+2100 億円強と、前月 1 月(+4000 億円)から約半減するも、最

大の純流入である。 日本株については｢短期的には一段の下振れもありうるが、長い目では相場反転を期待で

きるとみたマネーが投信に流れ込んでいる。｣（2 月 25 日付日本経済新聞～URL は後述[参考ホームページ]）と

いうように、株安時での逆張り投資のようにも見える。 その一方で、冒頭の調査で「元本の安全性が高い商品を

増やす」と回答した人のうち、減らしたい資産で最も多いのが「日本株」43％、「日本株などで運用する投資信託」

18％となっており、2 月にかけて解約(売却)した投資家もいたと思われる。 

 

  

日本籍 国内投信の主要分類別純設定(推計)の推移

( 2011年10月31日 ～ 、月次データ)

*国内投信… 単位型及び追加型投信(ETFとMMF等日々決算型を除く)

イ ンデックス…TOPIXと米ドル(対円相場)、シティ世界国債イ ンデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)。

 純設定合計(単位: 百万円) インデックス(開始時点＝100)

2016年2月29日
日本国内投信
月次･純設定
主要分類別
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(出所:Ibbotson及び

ブルームバーグより

三菱UFJ国際投信株式会社
商品企画部が作成)

日本株 不動産ｾｸﾀｰ株(REIT)
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不動産セクター株(REIT)は、2014 年（1～12 月）は+1.7 兆円の純流入、2015 年（1～12 月）は+2.3 兆円弱の純

流入と、年間純流入額では 2 年連続最大、2016 年 2 月は+1700 億円と、日本株に次いで 2 番目に純流入が大

きく、純資産は 2016 年 2 月末時点で約 11.5 兆円に達した。 3 月 1 日に日本取引所グループは、J-REIT（不動

産投信）の月間売買代金が 2 月に 1 兆 4294 億円と、前月の約 2 倍に膨らみ、市場を開設した 2001 年 9 月以

来で過去最高となったことを発表した(～URL は後述[参考ホームページ])。 REIT については、｢マイナス金利が

広がるなか、投資家から小口の資金を集めオフィスビルや商業施設などの物件で運用する不動産投資信託

(REIT)への資金流入が加速している。 年 3%以上の利回りが見込め、金融商品としての魅力が高まっているため

だ。｣(2 月 26 日付日本経済新聞夕刊～URL は後述[参考ホームページ])、「日本株の『利回り』が脚光を浴びてい

る。 円債金利の急低下で、株式の益回りや配当利回りなどの魅力が相対的に高まったためだ。」(2 月 3 日付ロイ

ター～URL は後述[参考ホームページ])と言われる事から 2 月の REIT ファンド人気は今後も続く可能性がある。  

 

純設定とパフォーマンスの関係はどうか? 投信に使われることの多いベンチマークのパフォーマンス推移を見た所、

次頁の通り、1 年のパフォーマンスで好い順に、国内債券、先進国債券、J-REIT となっている(*グラフは 1 年前を

10000 としている、円換算、日次データ)。 
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国内債券のリターンが好調だが、これは日本に先行してマイナス金利をした欧州でも起きた事である。 欧州では、

その後、不動産株(含む REIT)や中小型株のリターンが大きく回復し、資金も向かった事は先述通りである。 
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(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信株式会社商品企画部が作成) *ベンチマークとはブルームバーグで代表的と思われるものを使用している。

日本の投資信託に使われることの多いベンチマークの推移1年間

（1年前を10000としている、円換算、日次データ）
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下記グラフは 5 年のパフォーマンスで、好い順に、先進国 REIT、エマージング債券、先進国株式、J-REIT、ハイ

イールド債券、先進国債券となっている(*グラフは 5 年前を 10000 としている、円換算、月末データ)。 
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(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信株式会社商品企画部が作成) *ベンチマークとはブルームバーグで代表的と思われるものを使用している

日本の投資信託に使われることの多いベンチマークの推移5年間
(5年前を10000としている、円換算、月末データ)

2011年2月末～2016年2月末
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NISA 向けファンドは 2016 年 2 月に日本株やグローバル株が人気。 
次に新規投資家を示す NISA 向けファンドの純設定を見る。 下記グラフの通り、最新 2016 年 2 月は+1500 億

円強と、15 カ月連続の資金純流入となった。 2015 年 11 月に上場した郵政 3 社株の影響や季節性等で NISA

開始以来最大となった前年 2015 年 12 月(+5300 億円強)から 2 カ月連続で減少しているが、過去の 2 月と比べ

ると 2014 年や 2015 年（それぞれ+1100 億円強）を上回る水準だ(*NISA 向けファンド…後述※1 参照、郵政 3

社株については 2016 年 1 月 12 日付日本版 ISA の道  その 126～URL は後述[参考ホームページ])。  

 

    

日本の NISA向けファンドの純設定(推計)の推移

( 2011年10月31日 ～ 、月次データ)
2016/02/29 現在1179本ある現存ファ ンドについて。

イ ンデックス…TOPIXと米ドル(対円相場)、シティ世界国債イ ンデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)。

 純設定(単位: 百万円) インデックス(開始時点＝100)

2016年2月29日
*NISA向けファ ンド…
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(出所:ﾌﾞﾙｰﾑﾊﾞｰｸﾞ､Ibbotsonより三菱UFJ国際投信株式会社商品企画部が作成)

純設定 TOPIX 米ドル(対円相場) シティ世界国債インデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)

米ドル(対円相場)

シティ世界国債インデック
ス(日本含む、円換算･ヘッ
ジなし)

TOPIX

日本のNISA向けファンド

月次･純設定

→NISA1年目 →2年目 →3年目

 

※1: 「NISA 向けファンド」…投資信託協会の言う「NISA 向けのファンド(*分配頻度が低いファンド、低コストのファンド、バ

ランス型ファンド)」を参考にしながら(URL は後述[参考ホームページ])、2013 年 11 月末時点の契約型公募投信純資産

が 1 兆円以上ある投信会社 17 社(*全 84 社の約 90%を占める)の株式投信(ETF を含む)で「NISA 向け」、「NISA 専

用」、「NISA で選ぶ」、「NISA におすすめ」などと紹介されているファンド、それに加え、2013 年 4 月以降に設定された分

配頻度が低いファンドやバランス型ファンドとしている。 尚、2013 年 4 月以降と言うのは、NISA が含まれる税制改正(関

連)法が 2013 年 3 月 30 日に成立･政省令公布されたため。 また、単位型･限定追加型･年 1～2 回分配以外のファン

ド･DC･SMA･ミリオン(従業員積立投資プラン)を含めていない。 ただ、同じシリーズが該当している場合は年 1～2 回以

外を含めている。 しかし、通貨選択型については、年 1～2 回以外を除いている(*マネー･プールは年 1～2 回でも除い

ている)。 こうした「NISA 向けファンド」を抽出した所、2016 年 2 月 29 日時点で 1179 本となった。 

 

NISA 開始以来、2 月としては最大の純流入となった新規投資家と思われる投信の 2016 年 2 月純設定を、投資

対象(主要分類)別に見る。 前述した既存投資家と思われる国内投信全体での主要分類を用いると、2 月の純流

入 1 位は日本株（前月 1 位）、2 位はその他オルタナティブ（同 3 位）、3 位はグローバル株（同 2 位）、4 位はアセ

ットアロケーション積極型(同 4 位)、5 位はアセットアロケーション慎重型(同 10 位)となっている(アセットアロケーシ

ョン及び、その他オルタナティブは、次頁グラフで｢その他｣に含まれる)。 
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既存投資家（投信全体）の傾向と同様、日本株人気は継続だが、次に純設定の多い｢その他オルタナティブ｣にお

いても日本株ブルベアファンドのブルへの投資が多い。 

 

    

日本の NISA向けファンドの純設定(推計)の推移

( 2011年10月31日 ～ 、月次データ )

イ ンデックス…TOPIXと米ドル(対円相場)、シティ世界国債イ ンデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)。

 純設定合計(単位: 百万円) インデックス(開始時点＝100)

2016年2月29日
*NISA向けファ ンド…ETFを除く追加型

日本のNISA向けファンド
月次･純設定

主要分類別
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(出所:ﾌﾞﾙｰﾑﾊﾞｰｸﾞ､Ibbotsonより三菱UFJ国際投信株式会社商品企画部が作成)

日本株 不動産ｾｸﾀｰ株(REIT)

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ債 ﾊｲｲｰﾙﾄﾞ債

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ株 その他

TOPIX 米ドル(対円相場)

シティ世界国債イ ンデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)

日本株

その他

TOPIX

米ドル(対円相場)

シティ世界国債イン
デックス
(日本含む、円換算･
ヘッジなし)

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ株

*不動産ｾｸﾀｰ株(REIT)、

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ債､ﾊｲｲｰﾙﾄﾞ債

は小さくて見えない。

→NISA開始

 
 

ネット証券での人気は日本株・REIT･グローバル株 

ここで、各証券会社の集計結果も見る。 2016 年 3 月 2 日現在で、各社 HP(口座保有者限定の閲覧サイトは除

く)に公表されている最新 NISA・投資信託動向だが、ランキングを掲載しているのはネット証券会社が多かった。 

ランキングの集計時期や方法は証券会社により異なるので、ここでは、ネット証券各社が HP で公表する最新の内

容を紹介する。 NISA 口座における投資対象はどのようなものか傾向を見る参考としてほしい。 個別ファンドな

どの詳細はオリジナルのサイトを参照の事(URL は後述[参考ホームページ])。 

 

＜NISA 投資信託＞ 

○マネックス証券は最新 2016 年 2 月の NISA 口座における月間売れ筋ファンド(販売額)のベスト 10 を発表してお

り、1･4 位は日本株ファンド、2･3 位は不動産セクター(REIT)ファンド、5 位はグローバル株ファンドとなっている。 前

月 1 月は、1･2 位は不動産セクター(REIT)ファンド、3･4 位は日本株ファンド、5 位はグローバル株ファンドだった。 

また週間の売れ筋ファンド(販売額)についても発表しており、最新週 2 月 22 日から 2 月 26 日までは、1 位はグロー

バル株ファンド、2･4 位は日本株ファンド、3･5 位は不動産セクター(REIT)ファンドとなっている。 約 1 カ月前の 1

月 25 日から 1 月 29 日までは、1･2 位は不動産セクター(REIT)ファンド、3･4 位は日本株ファンド、5 位はグローバ

ル株ファンドだった。 

 

○カブドットコム証券は 2016 年 1 月の NISA 口座買付総合（約定金額）ランキングを出しており、1･3･4 位は不動

産セクター(REIT)ファンド、2・5 位は日本株ファンド、4 位はグローバル株ファンドとなっている。 前月 2015 年 12

月は、1 位は不動産セクター(REIT)ファンド、2 位はアセットアロケーションファンド、3･5 位は日本株ファンド、4 位は

グローバル株ファンドだった。 
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○最大手である SBI 証券は週間のランキングを発表しており、最新週 2 月 22 日から 2 月 26 日までの取引をもと

にした NISA の投資信託・買付金額の 1 位はグローバル株ファンド、2 位は不動産セクター(REIT)ファンド、3･4 位は

日本株ファンド、5 位はアセットアロケーションファンド。 約 1 カ月前の 2016 年 1 月 25 日から 1 月 29 日までの取

引をもとにした NISA の投資信託・買付金額の 1･4 位は不動産セクター(REIT)ファンド、2･3 位は日本株ファンド、5

位はグローバル株ファンドだった。 

 

○楽天証券も週間ランキングを発表しており、2 月 22 日から 2 月 26 日までの NISA 投資信託･買付金額の 1･4

位は日本株ファンド、2･3 位は不動産セクター(REIT)ファンド、5 位はグローバル株ファンド。 約 1 カ月前の 2016

年 1 月 25 日から 1 月 29 日までの NISA 投資信託･買付金額の 1･2･5 位は不動産セクター(REIT)ファンド、3･4 位

は日本株ファンドだった。 

 

＜NISA 積立～2016 年 3 月 2 日現在で入手できる最新（公表データは限られており、集計の時期や対象は各社で

異なるのであくまで参考まで）＞ 

○マネックス証券では、2016 年 2 月の NISA 月間積立契約件数ランキングを出しており、前月同様、1･3 位は日本

株ファンド、2･5 位はグローバル株ファンド、4 位はアセットアロケーションファンドとなっている(*1・2･5 位はインデック

スファンド)。 

 

○カブドットコム証券では、2016 年 1 月の NISA 口座積立総合（約定金額）ランキングを出しており、1 位はアセット

アロケーションファンド、2･3 位はグローバル株ファンド、4･5 位は日本株ファンド (*1～5 位すべてインデックスファン

ド)となっている。 

 

○楽天証券は積立設定件数ランキングを週間で発表しており、2 月 22 日から 2 月 26 日までの NISA 口座では、

1･3 位は日本株ファンド、2･4 位はグローバル株ファンド、5 位はアセットアロケーションファンドとなっている(*3・5 位

を除きすべてインデックスファンド)。 

 

ネット証券では、前月に比べて 2 月は日本株人気が強まり、次いで不動産セクター(REIT)やグローバル株が人気

のようである。  

 

以上、NISA で何が買われたかについて既存投資家、新規投資家、ネット証券の順で見てきた。 2016 年 2 月は

日本株人気が強まるとともに、グローバル株人気も継続した。 この他、既存投資家とネット証券では REIT も人気

だった。 また、ネット証券の積立だけでなく、既存投資家では前月 1 月に比べてアセットアロケーションの人気が

示されていた。 

 

繰り返し、以上が個人投資家による投資先多様化、リスク資産投資強化の参考になれば幸いである。 

 

                                                           以   上 
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